
この度は、ご多忙中にもかかわらず、本誌にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。お二方の益々のご活躍を祈念いたします。

　
幅広い知識を学べる理想的な環境

　東邦大学看護学部を進学先として選んだ一番の決め手は、看
護学問だけでなく、一般教養科目が数多く用意されていたことです。
看護の世界では「病ではなく、人をみる」とよく言われますが、そ
の実践には多様な知識や経験が役立つのではないかと考えました。
代表的な講義の「文化講座」では、茶室がある珍しい環境のもと、
3カ月というタイトなスケジュールの中で茶道のお点前を学びま
した。集中力が養われ、メンバー同士で教え合う大切さを知る貴
重な機会となりました。
　また、オープンキャンパスで感じたアットホームな雰囲気が出
身高校の女子聖学院高等学校によく似ていたことや、毎年のよう
に先輩が進学しており、事前に生の声を聞けていたことも大きか
ったです。教職員と学生の距離が程よく近く、授業外でも気軽に
質問できる環境や盛んな部活動は、大学生活のイメージが湧きづ
らかった当時の私にとって非常に魅力的で、のびのびと学べる理
想的な環境だと確信しました。

人生の糧となった卒業研究

　４年生での統合実習と卒業研究（以下、卒研）において、第１希
望であった「感染制御学領域」に所属できたことは人生の大きな
糧となっています。高校生の頃、看護学部の中には卒研を行わな
い大学もあると知り、唯一不安に感じていたカリキュラムでしたが、
２年生で感染制御学の基礎を学び、実験からデータを集めて検
討し答えを導き出すプロセスの楽しさを知ることで、前向きに取
り組むことができました。
　卒研では日常の疑問をテーマに設定し、小林教授をはじめ研
究室の先生方や大学院生の皆様に手厚くサポートしていただき
ながら論文にまとめました。大森祭のポスター発表に向け、受け
手がわかりやすい資料の作成方法や表記方法を学んだ経験は、
現在の仕事で予想外の形で花開いています。
　現在勤務する東京児童協会では、看護師グループで系列24園の
年長児クラスを対象に「いのち」を伝える健康教育を行っています。
近年は「プライベートゾーン」をテーマとした性教育に取り組み、その
実績を日本保育保健学会でポスター発表することになりました。メン
バーと協力して資料を作成する際、卒研の経験がなければ右も左も
わからない状態だったと思います。最初は苦手意識のあったカリキュ
ラムでしたが、とても意義のある経験だったと心から感謝しています。

保育園実習の記憶が繋いだ、新たなキャリアの道

　子どもが好きで学生時代は体験型学習教室でアルバイトをし
ており、病棟配属でも小児科を希望しましたが、コロナ禍の影響
で思うように子どもと関われずにいました。転職を考える中、大学
時代に行った２日間の保育園実習の記憶が蘇りました。短い実習
でしたが園児と関わった経験があったからこそ、転職先として「保
育園」を選択肢に入れられたのです。園内に１人しかいない職種
という不安もありましたが、園長先生の「最終的な判断・責任は園
長がとる」という言葉や、タイミング良く先輩看護師と一緒に働け
る期間があったことにも背中を押され、入職を決めました。
　園児たちは基本的に健康ですが、発熱時の見守りや怪我の手
当てをすることが主な業務の1つです。最初は緊張していた子ど
もたちが、怪我の際に「加藤先生に見せに行く」と事務所に来てく
れたり、連絡帳に「家でも怪我をすると加藤先生に見せる！と言っ
ています」と保護者の方が記入してくださったりしたこともありま
した。子どもたちなりに「看護師」という職業を理解してくれてい
ることがわかり、うれしく微笑ましくなります。また、手洗い方法な
どを教える「健康教育」では前年度の内容を覚えている園児も多く、
少しでも成長に携われていることがとてもうれしいです。

感染制御学で得た知識と自信

　東邦大学看護学部では、他の大学では珍しい感染制御学が必
修科目になっており、３年生の実習前や４年生の段階でさらに深
く学べたことは、前職だけでなく保育園での仕事においてもとて
も活かされていると感じています。小児に多い感染症を改めて学
んだ際、大学での基礎知識があることで理解がスムーズだったと
思いますし、職員や保護者への説明の際にも、自分がイメージし
にくかったところを噛み砕いて伝えることができているのではな
いかと感じています。また、コロナ禍1年目とともに社会人生活を
スタートさせ、通常の働き方ができない不安もありましたが、感染
制御学研究室で学んだことを誇りに思い、自信につなげられてい
ました。

多様な選択肢を大切に

　皆さんは、卒業後の進路にどのようなイメージを持っているで
しょうか。多くの方が病棟看護師や手術室看護師、あるいは保健
師や助産師をめざすことと思います。この記事を執筆されてきた
諸先輩方に比べれば若輩者の私が言うのも差し出がましいので
すが、頭の片隅に留めておいてほしいメッセージがあります。それ
は「看護師の就職先は病院（病棟）だけではない」ということです。
人生、いつ何が起こるかは誰にもわかりません。就職後に理想と
現実のギャップに悩むこともあるでしょう。私にとっては新型コロ
ナの流行がそのきっかけの1つだったと思います。
　新卒看護師の多くが歩む道を外れることに葛藤もありましたが、
自分の人生を決めるのは自分自身です。従来の道だけでなく違う
道もあると思えるだけで、考える気持ちがずっと楽になることが
あります。どうかご自身の気持ちを大切に、充実した学生生活を
過ごしてください。

「人をみる」看護を保育の現場へ

PROFILE　
2020（令和２）年東邦大学看護学部卒業
後、二次救急医療機関に勤務。小児内科・
外科、消化器外科の混合病棟にて、コロナ
禍における多科疾患患者の看護に従事。
2021年より社会福祉法人東京児童協会 
扇こころ保育園へ転じ、現在は保育園看護
師として園児および職員の健康管理・安全
管理を担い、健やかな園生活を支えている。
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橋場そらとみどりの保育園
大きなおうち 看護師
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